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西暦 年 月 日

神戸大学長　殿

　被害状況は下記のとおりです。

　　　　
１．被害の種類（該当するものを選択）

□台風 □火災 □洪水 □地震 □津波 □干ばつ □火山噴火等 □落雷 □盗難 □その他 （ ）

　　激甚災害として認められた災害 災害名　

※激甚災害として認められた災害については、内閣府の「過去５年の激甚災害の指定状況一覧」

（http://www.bousai.go.jp/taisaku/gekijinhukko/list.html）を確認のうえ、災害名を記入してください。
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３．被害場所

４．被害のために現住所に居住できない場合は，臨時住所を記入してください。

□本人 □家族（ ）の臨時住所（ 　 ）

５．被害の内容　 （死亡診断書や罹災証明書等、証明できるものを添付してください）

　ア　家族の死亡・負傷の状況 死亡者名（ ）続柄（ 　　　 ）

負傷者名（ ）続柄（ 　　　 ）

　イ　家屋損壊の程度（該当するもを選択）

※ □持家 □借家

※ □全壊 □半壊 □一部損壊 □一部破損 □床上浸水 □床下浸水

□その他（ ）

６．雑損控除を受けている場合は，その金額

　　雑損控除金額（ 円）　（確定申告書（控）の写を添付してください）

７.被害状況等（別紙ア　に詳しく記入してください。領収書等証明できるものを添付してください）

・日常生活を営むために最低限度必要な衣料や家財の購入又は修理等をして支出増となった金額

　　金額（ 円）　←別紙アの２.の表のうち、小計（A）の金額を記入

・保険金・損害賠償金等の補填を受けた金額

金額（ 円）　←別紙アの２.の表のうち、小計（B）の金額を記入
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２．被害の日時

被 害 状 況 報 告 書

記

学 籍 番 号 申 請 者 氏 名
学部・研究科 学部生・修士・博士前期・博士・博士後期・専門職



【被害状況等】 学籍番号 氏名　　　　　　　　　　　

１．事情 （被害状況や現在の状況等を詳しく記入してください。）

２．【日常生活を営むために最低限度必要な 衣料や家財の購入 又は 修理等の金額】および、

　　【保険金・損害賠償金等で補填を受けた金額】について、領収書および保険金等受領通知書

等に沿って記入してください。

※領収書等証明できるものを、下記に記入の項目と一致するよう順序を揃えて添付して下さい。

コピーはA4用紙片面コピー（両面コピーは不可）とし、複数の領収書を１つの用紙にまとめて

コピーすることなく、項目に対応する領収書ごとに分けて確認しやすいものとして下さい。

円
保険金・損害賠償金当で補填を受けた金額
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小計（A）-小計（B）＝【合計】

日常生活を営むために最低限度必要な衣料品や家財の購入　又は　修理等の金額
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No.

小計（B)
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領収書当日付 項目 金額 備考

11

小計（A)

No. 領収書等日付 項目 金額 備考
1 〇〇年〇月〇日 車両(軽トラック) 2,000,000 災害で自営業で収入を得る為に必要な軽トラックが廃車となり買換

2 〇〇年〇月〇日 給湯器 300,000 災害で故障につき買い換えを要した

3 〇〇年〇月〇日 リフォーム工事関係 658,500 浸水被害のため修理・リフォームを要した

4 〇〇年〇月〇日 ヤマダ電機 75,550 日用品等

5 〇〇年〇月〇日 ニトリ 65,950 日用品等

小計（A） 3,100,000 日常生活を営むために最低限度必要な 衣料や家財の購入 又は 修理等の金額

1 〇〇年〇月〇日 車両保険 1,000,000 保険金として給付を受けた金額（領収書等日付欄は保険金支払日）

2 〇〇年〇月〇日 JA住宅災害共済金 1,500,000 保険金として給付を受けた金額（領収書等日付欄は保険金支払日）

小計（B） 2,500,000 保険金・損害賠償金等で補填を受けた金額

小計（A ）- 小計（B）＝【合計】 600,000 円    

記入例　　※記入欄が足りない場合は適宜増やしてください。

●日常生活を営むために最低限度必要なもののみ、

計上できます。

●小計（A）から（B）を差し引きしたものが実際の損害控除額
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